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和田惟
こ れ

政
ま さ

と高槻城

〈問題〉

“エコ” な選択はどちらでしょうか？
地球に家庭にやさしい取り組みを始めてみましょう。

和田惟政の墓（伊勢寺）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
元
亀
２
（
１
５
７
１
）
年
、
惟

政
は
荒
木
村
重
が
率
い
る
摂
津
池

田
氏
の
軍
勢
を
前
に
白
井
河
原

（
茨
木
市
）
で
敗
死
。
息
子
の
惟

長
が
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。
惟
政
の

墓
は
、
江
戸
時
代
に
城
内
で
発
見

さ
れ
、
現
在
は
、
伊
勢
寺
（
奥
天

神
一
）
で
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
惟
政
の
戦
死
後
、
和
田
家
は
混

乱
し
、
元
亀
４
年
に
惟
長
は
高
山

右
近
と
の
争
い
に
敗
れ
、
高
槻
城

を
去
り
ま
し
た
。
こ
の
争
い
は

「
天
主
」
で
起
こ
っ
た
と
当
時
の

日
記
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
当
時
、
織
田
信
長
の
武
将
た
ち

は
城
に
「
天
主
」
と
呼
ば
れ
る
高

層
建
築
物
を
設
け
は
じ
め
ま
し

た
。
や
が
て
「
天
守
」
の
文
字
が

あ
て
ら
れ
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
、

城
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
全
国
に
広

が
り
ま
す
。

　

和
田
時
代
の
高
槻
城
の
「
天

主
」
の
記
録
は
、
足
利
義
昭
の
旧

二
条
城
、
明
智
光
秀
の
近
江
坂
本

城
に
続
く
全
国
3
番
目
に
古
い
事

例
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
し
ろ
あ
と
歴
史
館
）

　
戦
国
時
代
の
人
物
と
高
槻
と
の

接
点
を
取
り
上
げ
ま
す
。
今
回

は
、
戦
国
武
将
の
和
田
惟
政
で

す
。
近
江
国
甲
賀
郡
和
田
（
滋
賀

県
甲
賀
市
）
の
出
身
で
、
織
田
信

長
に
重
用
さ
れ
た
武
将
で
す
が
、

そ
の
名
を
知
る
人
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
惟
政
は
永

禄
８
（
１
５
６
５
）
年
に
三
好
氏

ら
が
将
軍
足
利
義
輝
を
殺
害
し
た

際
、
奈
良
興
福
寺
の
一
乗
院
覚
慶

（
後
の
足
利
義
昭
）
の
脱
出
を
助

け
た
人
物
で
す
。
織
田
信
長
の
支

持
を
得
て
、
義
昭
が
将
軍
と
な
っ

た
永
禄
11
年
に
芥
川
山
城
の
城
主

と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
芥
川
山

城
は
家
臣
の
高
山
氏
に
預
け
、
高

槻
城
に
拠
点
を
移
し
、
信
長
の
摂

津
支
配
の
要
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
来
日
し
た
宣

教
師
は
、
惟
政
を
「
都
の
副
王
」

エシカル消費とは、環境・地域・人・社会に対して十分に配慮した商品やサービスを選択・購
入する消費行動のことです。Aは、レジ袋を削減することで、海洋プラスチックごみなどの環
境問題に貢献できるため、環境に配慮したエシカル消費となります。

●エコマークラベルを
意識する
　エコマークラベルは、環境への負荷
が少なく、環境保全に役立つと認めら
れた商品にだけ付けられるラベルで
す。購入時には、ラベルの確
認をしてみましょう。

●�マイカーではなく、
電車・自転車を使う

　二酸化炭素の排出を減らすため、移
動手段には公共交通機関や、自転車を
使いましょう。また、体を動かす機会が
増えることで健康にもプラスな影響が
期待できます。

●�環境にやさしい
エコな電気を購入する
　再生可能エネルギー100％の電気
を選択すれば、電気使用による二酸化
炭素の排出量はゼロとなり、地球温暖
化の防止に貢献することができます。

何ができる？環境に配慮したエシカル消費

答え　A  レジ袋をもらわずに、マイバックを利用する

Vol.12 近ごろよく耳にする「エシカル消費」ですが、
買い物のときには、どちらが「エシカル消費」
にあたるでしょうか？

A　�レジ袋をもらわずに、
マイバックを利用する

B　�レジ袋を必要分もらう
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